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内容（60分）

• ミニディスカッション（50分）
• 事前説明（10分）

• グループ別ディスカッションの実施

• 自己紹介（5分）

• グループテーマおよび推奨データセットの確認（5分）

• 検討とアイデア出し（10分）

• グループ内共有と議論（10分）

• 発表（10分）

• その他（1０分）



事前説明



事前説明

• このディスカッションで行いたいこと
• 必ずしもすぐさま推奨データセットをひ
な形として公開するための打ち合わせを
するというものではありません

• 各テーマごとに、現状の課題を発見し、
それらに対してどう協力して取り組める
かをシミュレーションするものです

• オープンデータ推進を業務として、また
他課や他市町、県と連携しつつ進めると
いうことがどういう手間がかかり、また
効率化が図れるかを意識しながら進めて
みてください



事業効率化のイメージ

• 推奨データセットの意味
• 共通フォーマットによるデータ形式の共通化

• 実際には市町村ごとに扱うシステムが異なるため、それほど
簡単ではない
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近隣地域連携・広域連携による効果

• 住民の生活圏レベルのサービス創出に
効果

• 県の取り組みなどでデータ変換の手間
が必要なくなる
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内閣官房推奨データセットの紹介

• 政府CIOポータル
• 活用可能性が高いと思わ
れるデータセットを
フォーマット付きで紹介

• 基本編（初めて取り組む
自治体向け）

• AED設置場所

• 介護サービス事業所

• 医療機関

• 文化財

• 観光施設

• イベント

• 公共無線LANアクセスポイ
ント

• 公衆トイレ

• 消防水利施設

• 指定緊急避難場所

• 地域・年齢別人口

• 公共施設

• 子育て施設

• オープンデータリスト

• 応用編
• 食品等営業許可・届出

• ボーリング柱状図

• 都市計画基礎調査情報

• 調達情報

• 標準的なバス情報フォーマット



グループ別ディスカッションテーマ

• No.1 観光・農林関係

• 「観光施設」

• No.2 統計

• 「地域・年齢別人口」
「オープンデータリスト」

• No.3 施設

• 「公共施設」「公衆トイ
レ」「消防水利施設」
「AED設置場所」「公共無
線LANアクセスポイント」

• No.4 避難場所・戸籍・ゴミ処
理施設

• 「指定緊急避難場所」「地
域・年齢別人口」

• No.5 児童施設・文化財・野生
鳥獣

• 「子育て施設」「文化財」

• No.6 台帳関係・バス
• 「標準的なバス情報フォーマッ

ト」「道路・公園・水道・都市
計画図」

• No.7 病院
• 「医療機関」「介護サービス事

業所」「AED設置場所」

• No.8 HP担当
• 「オープンデータリスト」「イ

ベント」「調達情報」

グレーは応用編、赤は目下政府が検討中



グループ別ディスカッションの実施



グループ別ディスカッションの実施

• グループ別ディスカッションの実施
• 自己紹介（5分）

• 手短に

• グループテーマおよび推奨データセットの確認（5分）

• グループテーマに応じた推奨データセットを確認

• 検討とアイデア出し（10分）

• データセット整備を実際に行う際に各自で実際の業務フロー化
に向けて生じる課題や作業効率化を考えメモする

• 複数の観点で付箋に書き込む

• グループ内共有と議論（10分）

• 出された付箋を共有し担当者間でどのように工夫・実践できる
かを議論

• 発表（10分）



自己紹介

• 氏名と所属

• 日常業務

• どんなことに工夫をしているか

• どんなことが課題になっているか
• 個人と組織

• 抱負など

• 一通り終わったら発表担当者・記録担当者を決めてく
ださい



推奨データセット確認

•グループに対応した推奨データセットの事例を
お配りしますので目を通してください



検討とアイデア出し

• テーブルにある付箋を活用し、以下の観点で付箋にメ
モをしていってください

• 検討事項は以下の観点です（例）
• 現状の情報（資料）からの電子化可能性

• どうやって収集し、データ化し、蓄積するか

• 業務フローとしてみたときの効率化の可能性
• データの収集、整備、公開、他市町・長野県との共有をするか

• 他の原課との連携可能性
• 必要に応じて会場に相談できる担当がいたらテーブルを行ったり来たり
して相談していただいて構いません、ちゃんと戻ってきてください

• 更新時期や頻度について
• 工夫すべき点・課題
• 見込める効果
• 他市町および長野県と連携する上での課題



グループ内共有と議論

•お一人ずつ交代でご自身の付箋を紹介して下さ
い
• ご自身の付箋を見せながら

• 背景となる状況説明

• 各観点からの付箋の説明

• グループメンバーからの質疑

• 他市町・県との連携をすることを念頭に入れて、必要に応
じてディスカッションをお願いします

• 記録担当の方はどんな議論が展開されたのかのメモをよ
ろしくお願いします

• 発表ご担当の方は発表のストーリーを意識しながら話の
流れを掴んでください



発表

•グループ毎に発表をお願いします
• 発表担当になった方から、概要説明をお願いします

• 各グループ約1分程度

• 要点を絞ってご説明下さい

• 記録担当の方と協力をお願い致します

• 必ずしもポジティブな意見のみでなくても良いです

• 例
• 「当グループでは〇〇データを効果的に作成・公開する
方法について・・・・、○○についての議論が活発だっ
た。」

• 「●●や○○といった課題が明らかになった。」



その他





お疲れ様でした


